
議案第 ２ 号 

 

川崎市情報公開条例及び川崎市個人情報保護条例の一部を改正する条例

の制定について 

 

川崎市情報公開条例及び川崎市個人情報保護条例の一部を改正する条例を次

のとおり制定する。 

 

平成２８年 ２ 月１５日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

川崎市情報公開条例及び川崎市個人情報保護条例の一部を改正する条例 

 （川崎市情報公開条例の一部改正） 

第１条 川崎市情報公開条例（平成１３年川崎市条例第１号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第２２条の見出しを「（審査請求等）」に改め、同条第１項中「決定」の

次に「又は開示請求に係る不作為」を加え、「行政不服審査法（昭和３７年

法律第１６０号）による不服申立て」を「審査請求」に改め、同条第２項中

「前項」を「第１項」に、「不服申立て」を「審査請求」に改め、「又は処

分庁」及び「又は決定」を削り、同項第２号中「諾否の決定（開示請求に係

る公文書の全部を開示する旨の決定を除く。以下この号及び第２４条におい

て同じ。）を取り消し、又は変更し」を「審査請求の全部を認容し」に改め、

同号ただし書中「諾否の決定」を「審査請求に係る公文書の開示」に改め、

同項を同条第３項とし、同条第１項の次に次の１項を加える。 

 ２ 前項の審査請求については、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）



第９条第１項ただし書の規定により、同項本文の規定は、適用しない。 

 第２３条中「前条第２項」を「前条第３項」に改め、「又は処分庁」を削

り、同条第１号及び第２号中「不服申立人」を「審査請求人」に改め、同条

第３号中「不服申立て」を「審査請求」に、「諾否の決定」を「公文書の開

示」に、「不服申立人」を「審査請求人」に改める。 

 第２４条の見出し中「不服申立て」を「審査請求」に改め、同条中「又は

決定」を削り、同条第１号中「不服申立て」を「審査請求」に改め、同条第

２号中「不服申立て」を「審査請求」に改め、「に係る諾否の決定」の次に

「（開示請求に係る公文書の全部を開示する旨の決定を除く。）」を加え、

「諾否の決定に」を「審査請求に」に改める。 

 第２５条第１項中「第２２条第２項」を「第２２条第３項」に、「第３３

条第２項」を「第３３条第３項」に、「不服申立て」を「審査請求」に改め

る。 

第２５条の２中「不服申立て」を「審査請求」に改める。 

第２６条第１項中「第２２条第２項」を「第２２条第３項」に改め、「若

しくは処分庁」を削り、「第３３条第２項」を「第３３条第３項」に改め、

同条第４項中「不服申立て」を「審査請求」に、「、不服申立人」を「、審

査請求人」に、「不服申立人等」を「審査請求人等」に改める。 

第２７条第１項中「不服申立人等」を「審査請求人等」に改め、同条第２

項中「不服申立人」を「審査請求人」に改める。 

第２８条中「不服申立人等」を「審査請求人等」に改める。 

第２９条第２項中「前項」を「第２項」に、「情報の提供」を「閲覧等」

に改め、同項を同条第４項とし、同条第１項中「不服申立人等」を「審査請

求人等」に改め、「資料」の次に「（電磁的記録については、当該電磁的記

録に記録された事項を審査会が定める方法により表示したもの）」を加え、



「情報の提供をすることができる」を「閲覧、聴取又は視聴（以下「閲覧等」

という。）を拒むことができない」に改め、同項を同条第２項とし、同項の

次に次の１項を加える。 

３ 審査会は、第１項の規定による送付をし、又は前項の規定による閲覧等

をさせようとするときは、当該送付又は閲覧等に係る意見書又は資料を提

出した審査請求人等の意見を聴かなければならない。ただし、審査会が、

その必要がないと認めるときは、この限りでない。 

第２９条に第１項として次の１項を加える。 

審査会は、前条の規定による意見書又は資料の提出があった場合には、

第三者の利益を害するおそれがあると認めるときその他正当な理由がある

ときを除き、当該意見書又は資料の写し（電磁的記録については、当該電

磁的記録に記録された事項を記載した書面）を当該意見書又は資料を提出

した審査請求人等以外の審査請求人等に送付するものとする。 

  第３０条及び第３１条中「不服申立人」を「審査請求人」に改める。 

（川崎市個人情報保護条例の一部改正） 

第２条 川崎市個人情報保護条例（昭和６０年川崎市条例第２６号）の一部を

次のように改正する。 

  第３３条の見出しを「（審査請求等）」に改め、同条第１項中「決定」の

次に「又は開示請求、訂正請求若しくは利用停止請求に係る不作為」を加え、

「行政不服審査法（昭和３７年法律第１６０号）による不服申立て」を「審

査請求」に改め、同条第２項中「前項」を「第１項」に、「不服申立て」を

「審査請求」に改め、「又は処分庁」及び「又は決定」を削り、同項第２号

中「諾否の決定（第２６条第１項の請求の全部を承諾する旨の決定を除く。

以下この号及び第３５条において同じ。）を取り消し、又は変更し」を「審

査請求の全部を認容し」に改め、同号ただし書中「諾否の決定」を「審査請



求に係る保有個人情報の開示」に改め、同項を同条第３項とし、同条第１項

の次に次の１項を加える。 

２ 前項の審査請求については、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）

第９条第１項ただし書の規定により、同項本文の規定は、適用しない。 

第３４条中「前条第２項」を「前条第３項」に改め、「又は処分庁」を削

り、同条第１号及び第２号中「不服申立人」を「審査請求人」に改め、同条

第３号中「不服申立て」を「審査請求」に、「諾否の決定」を「保有個人情

報の開示」に、「不服申立人」を「審査請求人」に改める。 

第３５条の見出し中「不服申立て」を「審査請求」に改め、同条中「又は

決定」を削り、同条第１号中「不服申立て」を「審査請求」に改め、同条第

２号中「不服申立て」を「審査請求」に改め、「に係る諾否の決定」の次に

「（開示請求に係る保有個人情報の全部を開示する旨の決定を除く。）」を

加え、「諾否の決定に」を「審査請求に」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

（川崎市情報公開条例の一部改正に伴う経過措置） 

２ 川崎市情報公開条例第１２条第１項の諾否の決定（以下この項において「諾

否の決定」という。）又は同条例第７条第１項の規定により行われた開示請

求（以下この項において「開示請求」という。）に係る不作為についての不

服申立てであって、この条例の施行前にされた諾否の決定又は開示請求に係

る不作為に係るものについては、なお従前の例による。 

 （川崎市個人情報保護条例の一部改正に伴う経過措置） 

３ 川崎市個人情報保護条例第２７条の諾否の決定（以下この項において「諾

否の決定」という。）又は同条例第２６条第１項の規定により行われた開示



請求、訂正請求又は利用停止請求（以下この項において「開示等請求」とい

う。）に係る不作為についての不服申立てであって、この条例の施行前にさ

れた諾否の決定又は開示等請求に係る不作為に係るものについては、なお従

前の例による。 

 

 

参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

行政不服審査法の施行に伴い、同法の審理員に係る規定の適用を除外するこ

と等のため、この条例を制定するものである。 

 


